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株主代表訴訟の取下げに関するお知らせ 

 

 当社は、平成 22 年 6月 24 日付の開示資料「株主代表訴訟に関するお知らせ」で、当社株主である株式

会社ウィークリーセンターが、平成 22年 6 月 23 日付で、当社取締役等に対して損害賠償を請求する株主

代表訴訟を提起した旨をお知らせいたしましたが、この度、原告である株式会社ウィークリーセンターが

当該株主代表訴訟の取下げを申請し、また、被告の当社取締役等も原告の取下げに同意したため、昨日付

にて、当該株主代表訴訟が取下げられましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．株主代表訴訟が取下げられた日 

      平成 23 年 2 月 14 日 
 
２．提起されていた株主代表訴訟の概要  

（１）原告 

     株式会社ウィークリーセンター  代表取締役 和田 明彦  

 

（２）被告 

     当社代表取締役社長 佐藤 進助、当社専務取締役 八木橋 勝司、 

     当社元取締役 １名、当社元取締役（故人）の相続人 ５名 

 

（３）訴えの概要 

        当社が行っている下水道工事の施工に関連して当社が都市技建株式会社に対して行った資金支 

援、及び、当社が新規事業として取組んだ IP 携帯電話開発会社への出資等の行為が当社に損害 

を与え、これらの行為が取締役としての善管注意義務違反行為及び忠実義務違反行為に該当す 

るとして、被告（当社取締役等８名）に連帯または一部連帯して当社に対して合計３億円を 

賠償するよう求めたものであります。 

 

３．取下げの経緯 

（１）当社臨時株主総会における新取締役の選任 

     平成 22 年 8月 6 日付の当社開示資料「臨時株主総会における決議結果に関するお知らせ」に 

てお知らせいたしましたが、平成 22 年 8月 6日に 開催いたしました当社臨時株主総会におい 

て、本件株主代表訴訟の原告である株式会社ウィークリーセンターを主体とする株主の提案に 

より株式会社ウィークリーセンター 代表取締役 和田 明彦氏を含む 4名の取締役候補者が、 

新たに当社取締役として選任されました。 

これにより、当社の取締役会は、従来よりの在任取締役 6名と新任取締役 4名の合計 10 名で 

構成されることとなり、現在、当該取締役 10 名全員が協調して、当社業績の早期改善を目指 

すため、各種施策の検討を進めております。 
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（２）取下げの理由 

    原告（株式会社ウィークリーセンター）としては、本件株主代表訴訟の争点があくまでも被告 

の過去の善管注意義務違反行為及び忠実義務違反行為の存否であり、当社の利益の拡大及び企 

業価値の最大化という観点からは、決して建設的な訴訟ではないこと、また、同一の取締役会 

に株主代表訴訟の原告と被告が並存しているという現況は、当社の企業価値を向上させる上に 

おいて芳しい状況ではないことを鑑み、当社業績の一刻も早い改善を実現するため、本件株主 

代表訴訟を取下げるという判断に至ったとのことであります。 

 

４．今後の見通し 

   今回の株主代表訴訟の取下げが当社業績に与える影響はありません。 

   

以上 


